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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、従来不必要な細胞の除去という裏方的役割を担っていると考えられてきたアポトーシスに

ついて、発生過程における頑強性への関与の解明を、生体イメージングや遺伝学的手法、そしてショウ

ジョウバエとマウスという二種類のモデル動物を組み合わせて迫るものである。いくつか重要な成果を

上げており、おおむね順調に進んでいる。特に SOP 形成全過程においてカスパーゼの活性化と細胞死

を検出することに成功していること、そして、マウス神経管閉鎖過程における細胞死の果たす役割を解

明したことは、高く評価できる。一方、当初予定した頑強性に関わるカスパーゼや異所性 SOP 形成に

関わる遺伝子の特定など、遺伝学的スクリーニングについては若干遅れているようである。本研究全体

を一つの研究としてまとめるためにも、残りの研究期間で、ショウジョウバエで特定する遺伝子のマウ

スホモログについても研究を進めていただきたい。 

検証結果    
当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 
具体的には、ショウジョウバエのイメージング技術と遺伝学を用いた発生頑強性の解

明とその知見の哺乳類への応用という当初の目的に対して、予定どおりの成果が達成さ

れている。研究で使用された解析系は独創性が高く、個体発生、細胞死、カスパーゼシ

グナルの多様性などにおいて重要で質の高い研究成果が得られている。 
論文等での成果公表も良好であり、今後一層の発展が期待できる。 
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